大阪電気通信大学 情報通信工学部 光システム工学科 2年次配当科目

コンピュータアルゴリズム
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1. 以下の空欄を埋めよ．

○ マージソートでは，すでに（　　　　）された列をマージ（合併）することでソートを行う．
○ マージソートの計算量は，最悪のときでも（　　　　　　）が保証される．
○ マージソートは外部に記憶領域が必要な（　　　　）ソートであるため，実際にはあまり使われることがない．

○ クイックソートのように，列を分けていって，それぞれで整列すれば全体が整列するようなアルゴリズムの形態を漢字五文字で（　　　　　　　）と呼ぶ．英語ではdivide and conquerと呼ばれる．（ヒント：divideは分割する，conquerは征服する，攻略するの意）
○ クイックソートで用いる，左の列と右の列に分ける基準値のことをカタカナで（　　　　　　）と言う．

○ クイックソートの最悪計算時間は（　　　　　）であるが，平均計算時間は（　　　　　　）である．

○ クイックソートの性能が最も良くなるのは，基準値によって左の列と右の列の長さが（　　　　　　　　　）ときである．

○ クイックソートの性能が最も悪くなるのは，基準値によって分けられた列の長さが（　　　　　　　　　　　　　　　）ときである．

○ 実際に使った場合に速いのは，（マージソート，クイックソート）である．(どちらかに丸を付ける)
3.　以下の整列アルゴリズムの途中経過と結果を示せ．

○マージソート
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· クイックソート
基準値には丸を付けること
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5. 質問や授業に対する要望がある場合は余白を使って自由に書いてください．














